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編集後記

大阪大学大学院人間科学研究科紀要第31巻 をお届けいたします。今年

度より、一定の条件下で博士学位取得者の単独執筆が可能になり、若手研

究者の寄稿が増加 しています。

大阪大学および人間科学研究科 ・人間科学部の発展に長年にわたり貢献

されてきた、人間学系の奥 雅博教授、教育学系の阿部 彰教授が今年度

で定年退職されます。両先生のご経歴とご業績を掲載させていただきまし

た。(T.H.)
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